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１ はじめに 

動物の上部気道における腫瘍の発生報告は少

なく、鼻腔内腫瘍のほとんどを占める悪性上皮性

腫瘍は、扁平上皮癌、移行上皮癌、腺癌、腺扁平

上皮癌、腺様嚢胞癌、腺房細胞癌、未分化癌、嗅

神経芽細胞腫、神経内分泌癌の 9 つに分類され、

そのうち腺癌が最も多いとされる１）。今回、めん羊

の鼻腔内に認められた腫瘤について、病理組織

学的に詳細な検索を実施したので、その概要を

報告する。 

 

2 症例概要 

当該農場は、めん羊 65 頭（種雄羊：1 頭、繁殖

雌羊：51頭、子羊：13頭）を飼養する農場であった。

令和 6 年 10 月、ポール・ドーセット種、22 ヵ月齢

の雌1頭に顔面麻痺による閉口障害を確認し、腰

麻痺を疑い、イベルメクチンにより加療した。12月

9 日、発熱と肺雑音を確認したことから、細菌性肺

炎を疑い、オキシテトラサイクリン塩酸塩飲水用添

加剤を処方したが改善しなかったため、同月 16

日、診療獣医師より家保に病性鑑定依頼があった。

翌17日に現場家保が農場に立入し、病性鑑定①

を実施した。当該畜は歩様正常、喘鳴、努力性呼

吸、呼吸促拍、両側性の鼻汁漏出がみられ、左眼

部～鼻梁部に直径 2cm 程度の膨隆があり、内容

は透明でやや粘性のある液体が認められた。そ

の後も当該畜に症状の改善がみられず、令和 7

年 1 月 8 日、原因究明のため当該畜の解剖によ

る病性鑑定②を実施した。 

 

 

 

3 病性鑑定概要 

1）病性鑑定① 

（1）材料 

当該畜の鼻腔スワブ、白血球、血清を用いた。 

（2）方法 

ウイルス学的検査では、遺伝子検査としてコン

ベンショナル PCR（牛 RS ウイルス、牛パラインフ

ルエンザウイルス 3型、牛アデノウイルス 3～7型、

小型反芻獣レンチウイルス）を実施した。生化学

的検査では、血球計数、血液塗抹及び血液生化

学的検査を実施した。 

（3）結果 

ウイルス学的検査では、全検体で陰性であった。

生化学的検査では、白血球数の増加と IP と GLU

の高値が認められた。 

（4）診断 

  ウイルス学的検査及び生化学的検査の結果か

ら、感染症及び組織破壊が起きていた可能性が

疑われたが、神経症状及び呼吸器症状の原因究

明には至らなかった。 

 

2）病性鑑定② 

（1）材料 

病理学的検査では、 当該畜 1頭を剖検に供し

た。細菌学的検査では、当該畜の臓器（肝臓、脾

臓、腎臓、心臓、肺、大脳）を用いた。ウイルス学

的検査では、当該畜の鼻腔スワブ及び白血球を

用いた。生化学的検査では、当該畜の血清及び

EDTA加血液を用いた。 

(2)方法 

病理学的検査では、外貌の観察を行った後、

剖検を実施した。剖検により全身の諸臓器及び諸



組織から得た検査材料を 10％中性緩衝ホルマリ

ン液で固定した後、定法に従いパラフィン包埋、

薄切を行い、ヘマトキシリン・エオジン（HE）染色、

特殊染色（PAS 染色、マーチウス・スカーレット・ブ

ルー（MSB）染色、ダイレクト・ファースト・スカーレ

ット（DFS）染色）、免疫組織化学染色（サイトケラチ

ン（AE1/AE3）、ビメンチン（V9））を実施し、組織学

的に検索した。 

細菌学的検査では、一般細菌検査として好気

培養（5％羊血液寒天培地、DHL 寒天培地、37℃、

24～48時間）、嫌気培養（5％卵黄加変法GAM寒

天培地、37℃、24～48時間）を実施した。 

ウイルス学的検査では、遺伝子検査としてコン

ベンショナル PCR（牛 RS ウイルス、牛パラインフ

ルエンザウイルス 3型、牛アデノウイルス 3～7型、

小型反芻獣レンチウイルス）を実施した。 

生化学的検査では、血球計数、血液塗抹及び

血液生化学的検査を実施した。 

(3)結果 

剖検所見では、外貌で左側前頭部～鼻梁に直

径5～6cm程度の膨隆、左側眼下腺から透明粘液

の滲出が認められた。頭部を剥皮すると、左側前

頭部～鼻梁基部表面に充うっ血を呈する円形の

膨隆が認められ、鼻梁を横断すると、左側鼻腔内

に腫瘤が充満し、内部から前頭骨を上部に押し出

すように膨隆を形成する様子が確認された。腫瘤

を摘出すると、左側鼻腔領域の拡大、それに伴う

鼻中隔の右側への変位及び右側鼻腔領域の狭

小化が認められた。摘出された腫瘤は全体で直

径 15cm 程度の大きさであった。腫瘤は鼻甲介を

取り囲むように形成され、頭蓋骨との癒着はみら

れなかった。（図1） 

 

 図 1 剖検写真（頭部及び鼻腔内腫瘤） 

 

組織所見では、鼻腔内腫瘤の腫瘤辺縁を中心

に乳頭状組織構造、腫瘤内部を中心に腺腔状組

織構造の増生が認められた。腫瘤の一部には間

質細胞で周囲を囲まれた胞巣構造が認められ、

その内部には立方上皮細胞により形成される不

整な腺腔構造が認められた。また、腫瘤の一部に

充実性の細胞増殖を認め、まれに核分裂像が認

められた。全体的に腫瘤を形成する細胞の細胞

異型性は低かった。（図2、3） 

 

 図 2 鼻腔内腫瘤の組織像①（HE染色） 

 



 

 図 3 鼻腔内腫瘤の組織像②（HE染色） 

 

特殊染色において、PAS 染色では、腺腔構造

を形成する立方ないし円柱上皮細胞の細胞質に

PAS 陽性像が確認された。MSB 染色では、腺腔

構造の基底部に膠原線維陽性像が確認された。

DFS 染色では、腺腔構造組織内にはアミロイドを

示す赤橙色に染まる部位は確認できなかった。

（図4） 

 

 図 4 鼻腔内腫瘤の各種特殊染色像 

 

免疫染色では、腺腔状及び乳頭状組織構造に

おいて粘膜上皮細胞が上皮系由来細胞を示すサ

イトケラチン陽性が確認された。腺腔および乳頭

状構造を形成する粘膜固有層～粘膜下組織で間

葉系由来細胞を示すビメンチン陽性が確認され

た。免疫染色結果から腫瘤を構成する組織は、一

定程度の分化を示す粘膜組織であると考えられ

た。（図5） 

 

 図5 鼻腔内腫瘤の組織像（免疫組織化学染色） 

 

細菌学的検査では、有意菌分離陰性であり、ウ

イルス学的検査は全検体で陰性であった。また、

生化学的検査では、白血球数及びリンパ球比率

の増加、グルコースの高値が認められた。 

（4）診断 

 病理組織学的検査の結果より、本症例は正常組

織と腫瘍組織との間に明瞭な区画がみられず、

腫瘤が鼻腔内に限局し、遠隔への転移もみられ

なかったことから鼻腔内原発の腫瘍であると考え

られた。また、増殖していた腫瘍細胞は、細胞質

内に好酸性かつ PAS 陽性の顆粒をもっていたこ

とから、鼻腔粘膜上皮細胞由来であると考えられ

た。さらに、剖検時の骨組織の破壊と組織学的に

不整な腺腔状組織構造及び乳頭状組織構造の

増生から悪性腫瘍であると考えられた。以上より、

組織診断名を鼻腔内管状乳頭状腺癌とした。 

 

4 追加調査 

 本症例における病理組織学的特徴が、地方病

性鼻腔内腫瘍ウイルス（Enzootic Nasal Tumor 

Virus(ENTV)）により発症するとされる地方病性鼻

腔腺癌（Enzootic Nasal Adenocarcinoma(ENA)）に

類似していると考えられた。ENTV は、レトロウイ

ルス科ベータレトロウイルス属に分類され、



ENTV-1はめん羊、ENTV-2は山羊を宿主とする

といわれている 2)。関連疾患として、ENAが挙げら

れ、近縁ウイルスとしてめん羊に肺腫瘍を引き起

こす Jaagsiekte Sheep Retro Virus（JSRV）が知ら

れている 2)。そこで本症例の鼻腔内腫瘍の形成に

ENTVの関与を疑い、追加調査を実施した。 

(1)材料及び方法 

腫瘤のホルマリン固定パラフィン包埋（FFPE）

標本、ホルマリン固定組織検体及び鼻腔スワブを

材料にウイルス遺伝子を FFPE Tissue DNA 

Extraction Kit（Bio Chain社）及びHigh Pure Viral 

RNA kit（Roche 社）を用いて抽出し、RT-PCR 検

査（U3領域及び gag領域のHemi-nested PCR3））

を実施した。 

（2）結果 

遺伝子検査は全検体で陰性であった。 

(3)診断 

病理組織診断として鼻腔内管状乳頭状腺癌と

診断した。組織学的特徴からENTVの関与を疑い

ウイルス学的検査を実施したが、ENTV 遺伝子は

検出されなかったことから、疾病診断名をめん羊

の鼻腔内管状乳頭状腺癌とした。 

 

5 まとめと考察 

本症例は当初、神経症状及び呼吸器症状を示

すめん羊の伝染性疾病を疑い、病性鑑定を実施

したが原因の究明に至らなかった。その後も、加

療による症状の改善がみられず、予後不良となっ

たことから、当該畜に対し解剖による病性鑑定を

実施したところ、左側鼻腔内に腫瘤を認め、腫瘤

の病理組織学的検索を試みた。 

その結果、鼻腔内管状乳頭状腺癌と診断し、

ENTV の関与の可能性が考えられたため、追加

調査を実施したが、ENTV遺伝子は検出されなか

った。今回、腫瘤の生材料を採材していなかった

ことから、鼻腔スワブに加えて、ホルマリン固定後

の腫瘤組織を検査材料として、ウイルス遺伝子の

抽出を試み、遺伝子検査を実施した。ENTV 遺伝

子陰性の結果については、全検体で陰性であっ

たため、ENTV 関与によるものではないと考えら

れたが、ホルマリン固定された検体については、

標本作製過程でのウイルス核酸の断片化の影響

も考えられた。 

今後、めん山羊に同様の症状が認められた場

合、ENTV の関与を考慮した採材及び検査を実

施していく必要があると思われた。 
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